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ルネサンス、人間の発見

　中世の美術表現では、神の威
い
厳
げん
や神聖さが重視されていま

した。しかし、15世紀末頃
ごろ
からの自然科学の発達などにともな

って、人々は人間の可能性に目覚めました。この時代を「再生」
や「復興」を意味するルネサンスと呼びます。
　理想としたのは古代のギリシャ・ローマ時代の自然と人間のと
らえ方です。その時代の、生き生きと表されている神々や人々
の姿に影

えい
響
きょう
を受け、写実的で個性的な絵画や彫

ちょう
刻
こく
が生み出さ

れました。

学習の目標

 ルネサンスの美術について理解しよう。
  ルネサンス美術の造形的なよさや美しさを感じ取り、見方や感じ方を
深めよう。

 ルネサンスの美術に興味をもち、主体的に鑑
かん
賞
しょう
しよう。

テンペラ　粉末にした顔料に卵
らん
黄
おう
を混ぜた絵の具で描

えが
く技法。

フレスコ　壁
かべ
に直接絵を描

えが
く技法の一つで、生

なま
乾
がわ
きの壁

かべ
に顔料を水で溶

と
いて描

えが
く技法。

モザイク　さまざまな色
しき
彩
さい
の石やガラス、焼き物などのかけらを並べて図

ず
柄
がら
を描
えが
く技法。

6 南
なん
蛮
ばん
夢
む
想
そう

［陶
とう
器
き
／32×16×12cm］

1994年　
中
なか
村
むら
信
しん
喬
きょう
 ［1957～］

岐阜県現代陶
とう
芸
げい
美術館蔵

福岡市の博
はか
多
た
人形師の家に生

まれ、その伝統を受け継
つ
ぎな

がら新たな人形の世界を開こ
うとしている。

7 茶
ちゃ
垸
わん

［磁
じ
器
き
／高さ12cm、径13cm］

2009年
桑
くわ
田
た
卓
たく
郎
ろう
［1981～］

磁
じ
器
き
の伝統的な技術にもとづきなが

ら、鮮
せん
明
めい
な青や赤の顔料で塗

ぬ
ってお

り、強
きょう
烈
れつ
な印象を与

あた
えている。

7 
［
2009年
桑
くわ

磁
ら、
り、

伝統と創造

撮影：市川靖史
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ルネサンスとそれ以前の表現の
違
ちが

いについて考えてみよう。

　学習のポイント

1 最後の晩
ばん

餐
さん

［壁
へき

画
が

／テンペラ／420×910cm］1495～98年　
レオナルド・ダ・ヴィンチ［1452～1519／イタリア］サンタ・マリア・デッレ・グラ
ツィエ修道院蔵［イタリア］

「最後の晩
ばん

餐
さん

」は、イエス・キリスト
が弟

で
子
し

たちに向かい、弟
で

子
し

たちの中
から裏切り者が出ることを告げる場面
を描

えが
いている。13世紀に描

えが
かれたも

のでは、弟
で

子
し

たちの表情も体の動きに
も特別な感情は見えず、イエスから衝

しょう

撃
げき

的な話を聞かされた場面には見えな
い。一方、レオナルドの作品では、一
人一人が驚

おどろ
きや衝

しょう
撃
げき

などの感情をポー
ズや表情で表している。

♴ 最後の晩
ばん

餐
さん

［モザイク］13世紀頃
ごろ

サン・マルコ大聖堂壁
へき

画
が

の一部
［イタリア］
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ルネサンス美術は描
えが

かれた場面の臨場感や、そこにいる人たちの感情
までも表現するようになっていきます。
そのために遠近法などの科学的な知識も取り入れられました。

 ルネサンスの造形

人間の眼がどのように世界をとらえているのか、その仕組みが理解されるように
なり、遠近法が発明された。1 最後の晩

ばん
餐
さん

も、壁
かべ

の向こうに空間が広がって見
えるように正確な遠近法で描

えが
かれている。

3 死せるキリスト ［キャンバス／テンペラ／68×81cm］ 1483年頃
ごろ

　
アンドレア・マンテーニャ ［1431～1506／イタリア］
ブレラ絵画館蔵［イタリア］
この作品はキリストを足元から見る難しい視点で描

えが
かれている。

●遠近法
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4 牧場の聖母［板／油
ゆ

彩
さい

／113×88cm］ 
1506年　ラファエロ・サンティ

［1483～1520／イタリア］ 
ウィーン美術史美術館蔵［オーストリア］

絵の内容に合わせて、描
えが

くものをどのよう
に配置するのかに注意が払

はら
われるようにな

った。ラファエロは、聖母子などの平和なイ
メージが求められる絵では三角形を成すよ
うに登場人物を配置し、安定感を感じさせ
るように描

えが
いた。また微

び
妙
みょう

な表情の変化を
伝える技術も進歩していった。

●構図と技法

5 リビアの巫
み

女
こ

のための習作
［紙／赤チョーク／28.9×21.4cm］
1509～11年頃

ごろ

ミケランジェロ・ブオナローティ
［1475～1564／イタリア］ 
メトロポリタン美術館蔵［アメリカ］

ルネサンス以前は、絵には手本があり、ど
のように描

えが
くか大方決まっていたが、ルネ

サンス期には対象を観察し、正確に描
えが

くこ
とが重要視されるようになった。

●素
そ

描
びょう

106ページ 「奥
おく

行
ゆ

きの表現」／
118～122ページ 「美術の歴史と交流」

ルネサンス、人間の発見
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ルネサンス期の人々は、ギリシャやローマ時代の文化や美術を理想とし
ました。ギリシャやローマ時代に生まれた自然な調和や理想美をもとに、
人物の個性や感情を表すことを目指したのです。

 古典に戻
もど

る

8 アテネの学堂 ［フレスコ／
横
よこ

幅
はば

770cm］ 1509～10年頃
ごろ

　
ラファエロ・サンティ
バチカン宮

きゅう
殿
でん

署名の間［バチカン］
ギリシャ時代を代表する哲

てつ
学
がく

者
しゃ

の姿
が透

とう
視
し

図
ず

法
ほう

を用いて描
えが

かれている。

6 コンモドゥス
帝［大理石／
高さ69.9cm］ 
180～5年　
J・ポール・ゲ
ティ美術館蔵

［アメリカ］

表現のしかたにおいて影
えい

響
きょう

を受けるだけではなく、主題もそれまでのキリスト教の世界
を表したものに加え、ギリシャ時代やローマ時代の世界も扱

あつか
うようになる。ギリシャ時

代の哲
てつ

学
がく

者
しゃ

やローマ時代の政治家などの絵や彫
ちょう

刻
こく

がつくられた。

7 ブルータス
［大理石／
高さ96cm］
1538～40年頃

ごろ

ミケランジェロ・ブ
オナローティ
国立バルジェッロ美
術館蔵［イタリア］
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